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表 1 大陸別ブドウ栽培面積と生産量 (1999年)
栽培面機 (刀ha) 生産鼠 (万t) t/ha
ヨー ロッパ 501.9 (63.8%) 3279.3 (54.0%) 6,53
(内EC諸国) 355.2 (45.2%) 2693.9 (44.3%) 7.58
南北アメリカ 87.0 (ll.1%) 1130.4 (18.6%) 12.99
アフリカ 32.3 ( 4.1%) 329.9 ( 5.4%) 10.21
アジア 151.7 (19.3%) 1204.1 (19.8%) 7.94











1976-8碑平均 1999年 1976-8(揮平均1999年 1960年 1990年 1999年
フランス 672.6 602.4 515.7 355.0 140.0 72.7 58.7
イタリア 746.2 580.7 513.3 312,0 107.1 61.5 54.2
スペイン 338.3 326.8 233.2 150.0 50.6 42.0 39.5
ドイツ 78.3 122.9 149..1 189.7 ll.3 26.0 23.0
アメリカ 165.4 206.9 161.4 208.6 3.5 7.7 7.9
アルゼンチン 246.0 158.9 217.1 125.8 53.6 52.1 38.4
チリ 56,6 48.1 52.8 28.5 48.0 29.5 19.0
南アフリカ 63.0 79.7 24.9 39,1 - 9.3 8.6
オース トラリア 36.6 85.1 20.7 37.3 5.2 18.3 19.8
ソ連 306.0 - 360.3 - - - -
中国 - 52.0 - 55.4 - 0.03 0.05
日本 2.4 12.5 4.1 27.8 0.04 1.1 2.5
文献 [14]pp.327-329の別表3及び別表1より筆者が加工作成
表3 ワインの輸出 ･輸入量
国名 柄i人数 (単位1000キ詔j乙) 輸山嵐 (主ま位1000㌔.㍑)
l986-9碑平均19卜95榊均 1995年 1996年 1購-90桝均1991-95榊均 1995年 1996年
フランス 477 599 613 530 1,288 1言39 1,148 1,229
イタリア 59 46 18 17 1,254 1,367 1,583 1,512
スペイン 7 63 236 114 465 735 626 673
ポル トガル 41 52 76 67 160 195 155 200
ブルガリア ll 14 30 30 179 113 190 209
ギリシャ 2 5 4 2 87 56 54 31
ドイツ 904 978 877 1,076 272 269 230 301
オース トリア 29 23 24 23 6 18 23 23
アメリカ 316 251 275 347 59 118 133 164
アルゼンチン - 12 6 4 43 71 215 125
チ リ 0.2 0.2 0.2 0.1 23 95 129 184
オース トラリア ll 10 14 14 36 116 116 147
南アフリカ 0.9 0.8 1 9 7 39 71 100




























表4 1999年度の米国かノフォルニア ･テーブル ･ワインの価格セグメント別流通量
1場当たり 価格セグメント ケース換算 売 上 高小売価格 (単位100万) (単位100万)
$25以｣二 ラグジヤリー 2.5 (2%) $900 (17%)
$25-$15 ウルトラ.プレミアム 7.6 (5%) $430 (8%)
$15以上 ウルトラ.プレミアム以｣二 10.1 (7%) $1,330 (25%)
$10-$15 クラツシック.プレミアム 10.2 (7%) $680 (13%)
$7-$10 ミツド.プレミアム 14.3 (9%) $740 (14%)
$7-$15 ス パーー.プレミアム 24.5 (16%) $1,420 (27%)























































































存在 していることであるOこれは､従来､ゲインヤ- ドのみを所有 ･経営し独自のワイナ











貯蔵庫を有料で開放 し､レセプションやコンサ- ト等に時間貸 しすることも有名ワイナリ
ーではしばしば行なわれるようになってきている｡





















生産 ･流通に関する資材生産 ･供給ビジネス､④ワイン生産 ･流通に関する支援サービ























































































































































































































































開 ･発展の経緯や方向が基本的に規定されてくる｡当然､ワインの生産 ･流通 ･消費に関
する制度 ･法律の規制にも大きく影響されるであろう｡その意味で､広範に展開している
経営支援サービス ･ビジネスを様々な局面や角度から生理 ･分析し､その展開の条件や論

































ス トラリアで急速に進んでいるワイナリー間の統合 ･合併､米国等の ｢ワイン非常飲団｣
におけるブティック ･ワイナリー等の小規模ワイナリー新設の急増等､この10年程度の間
に国際的なワイン ･ビジネスを巡る状況は大きく様変わりしつつあるといえるOさらに､
2001年9月よりユーロネクス ト34)においてワイン先物取引がフランス ･ボル ドー 産高品
質赤ワインを対象に世界に先駆けて始められたOこれは､先物市場の持つヘッジ機能によ
り､常に大きな価格変動を持つ高品質ワインの生産 ･消費を世界規模で円滑化することを

































































27)アカデミー ･デュ ･バンは､今r:(､一般消費者向けの ｢ワイン学校｣と共にソムリエ等消費
者と向き合う専門家向けの ｢ワイン学校｣としても世界的に認められている｡







32)詳細は､ 文 献 [日 を参照｡
33)この事例では､米l藁lカリフォルニアの ｢ロバー ト･モンダビ･ワイナ])-｣とフランス ･ボ
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